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リサイクルセンターで処理しているもの
（資源物）
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①ペットボトル・缶・びん
（汚れていないもの）

⑧電池
（小型充電式電池を含む）

⑦蛍光灯・LED・水銀使用製品⑤新聞（折込チラシ含む）
（汚れていないもの）

⑥雑誌・本
（汚れていないもの）

④ダンボール
（汚れていないもの）

③紙パック
（汚れていないもの）

②プラスチック容器包装
（汚れていないもの）
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供用開始：平成19年4月
処理能力：5トン/日（5時間）

供用開始：平成12年4月
処理能力：11トン/日（5時間）

びん・缶・ペットボトル等
減容保管施設（びん棟）

プラスチック容器包装
減容保管施設（プラ棟）

供用開始：平成29年3月
処理能力：200㎡
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現リサイクルセンターについて
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現リサイクルセンターについて

1

3

4

4



1

3

現リサイクルセンターの評価結果について
～恵庭市リサイクルセンター施設整備基本計画より抜粋

5●すべての項目に課題があり、延命化による長期稼働の継続は困難
→リサイクルセンターは新たに整備することとします

基本方針 評価項目 評価基準 評価

基本方針１ 安全稼働 ・日々の安定稼働に問題ないか

【×】
性能が発揮できていない設備　も確認できたため、安定的
に稼働を行うことが困難である。
※ごみ計量器、減容保管施設の受入口、減容保管施設の圧
縮梱包機・減容機等

資源化の継続 ・今後も継続して資源化の処理が可能か

【×】
将来の社会変動に対応できる設備ではないため、継続的な
処理は困難である。
施設更新時に受け入れ停止期間が生じる。

事業費（参考） ・設備入替工事に伴う工事費及び運営費 【－】(※)新設より安価であるのは当然のため評価しない

長期的なごみ処
理体制の確保

・今後の恵庭市における資源物の処理体制が３０年以上継
続して適正処理が可能な体制か
・受入資源物の変化（新たな分別区分等）に対応可能な施
設か

【×】
全体的に劣化が進んでいるため、今後も長期的なごみ処理
体制の確保が困難である。

災害対応
・災害時に施設としての被害（建屋、設備）が少ないか否
か
・災害廃棄物処理対応が可能であるか

【×】
性能が十分でないため、平常時以上の受け入れは困難であ
る。

敷地内安全性 ・敷地内動線等の安全性が確保できるか
【×】
動線に不明確な個所があるため、処理ラインに不安定さが
ある。

建屋の構造性 ・建築構造上問題ない施設として運営できるか
【△】
大きな劣化はないが、設備の入れ替えに伴う耐震性が問題
ないか確認する必要がある。

基本方針２

基本方針３

（既存施設の
課題）

※



次期リサイクルセンター候補地評価結果
～恵庭市リサイクルセンター施設整備基本計画より抜粋
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～候補地①・②について～
・隣接地や搬入道路が土砂災害

警戒区域・浸水区域となって
いる。

・住宅街から大きく離れている
ことから、雇用確保の面から
不利である。



次期リサイクルセンター候補地評価結果
～恵庭市リサイクルセンター施設整備基本計画より抜粋
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～候補地③について～
住所：恵庭市北柏木１００番地
所有：恵庭市

ハザート指定がなく、他候補地と比べ災害リスクが少
ない。また市街地から近いことから雇用確保の面で有
利である。
よって左記の土地に新リサイクルセンターを建設する。
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候補地③

現リサイクルセンター



事業スケジュール（案）について
～恵庭市リサイクルセンター施設整備基本計画より抜粋
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